








研究の目的 

くる病の臨床診断は,一般的に 1)骨レ線上のくる病性変化,及び 2)血清アルカリホスフ

ァターゼ高値に基づいてなされる。しかしながら,極小未熟児においては,血清アルカリホ

スファターゼの基準値(いわゆる正常値)が確立していないため,血清アルカリホスファタ

ーゼ値の有意の上昇を判定することが困難である。 

本研究の目的は,1)極小未熟児の血清アルカリホスファーゼ値の基準値を設定し,2)極小未

熟児のくる病の診断における血清アルカリホスファターゼ値の意義に検討を加えることで

ある。 


